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最 新 医 療 情 報

中
山  

時
代
の
最
先
端
を
い

く
が
ん
の
治
療
法
で
す
。
現

在
、
が
ん
の
治
療
法
と
し
て

は
、
大
き
く
分
け
て
「
外
科

手
術
」「
放
射
線
治
療
」、
抗

が
ん
剤
に
よ
る「
化
学
療
法
」

の
３
つ
が
あ
り
、
が
ん
の
部

位
や
進
行
状
況
な
ど
に
よ

り
、
最
も
適
切
な
治
療
法
を

選
択
し
ま
す
。
今
回
、
新
た

に
導
入
し
た
重
粒
子
線
治
療

は
、
こ
の
３
本
柱
の
中
の
放

射
線
治
療
の
一
つ
で
す
。

放
射
線
治
療
に
は
、い
ろ
い

ろ
な
種
類
が
あ
る
の
で
す
か
。

中
山  

放
射
線
治
療
は
、
光

子
線
（
Ｘ
線
・
ガ
ン
マ
線
）

を
使
う
光
子
線
治
療
と
、
粒

子
線
（
陽
子
線
・
重
粒
子
線
）

を
利
用
す
る
粒
子
線
治
療
の

二
つ
に
分
け
ら
れ
、
多
く
の

が
ん
治
療
で
行
わ
れ
て
い
る

の
が
、
Ｘ
線
に
よ
る
光
子
線

治
療
で
す
。
一
方
、
陽
子
線

や
重
粒
子
線
に
よ
る
粒
子
線

治
療
は
、
Ｘ
線
治
療
で
は
治

り
に
く
い
難
治
性
の
が
ん
な

ど
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
す
。

重
粒
子
線
治
療
に
は
、ど
の

よ
う
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
か
。

中
山
　
特
徴
の
第
一
は
、
が

ん
細
胞
を
死
滅
さ
せ
る
力
が

大
変
に
強
い
こ
と
で
す
。

　

重
粒
子
線
治
療
で
は
、
ま

ず
巨
大
な
円
形
加
速
器
で
炭

素
イ
オ
ン
を
光
の
速
さ
の
約

70
％
ま
で
に
加
速
し
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で

体
内
の
が
ん
病
巣
に
照
射
し

ま
す
。
重
粒
子
線
は
、
病
巣

部
で
一
気
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

放
出
す
る
た
め
、
が
ん
細
胞

に
与
え
る
ダ
メ
ー
ジ
が
大
き

く
、
そ
の
威
力
は
通
常
の
Ｘ

線
治
療
に
比
べ
、
２
～
３
倍

と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
二
の
特
徴
は
、副
作
用
が

少
な
く
、患
者
さ
ん
の
身
体
へ

の
負
担
が
軽
い
こ
と
で
す
。

　

重
粒
子
線
は
、
体
を
突
き

抜
け
る
Ｘ
線
な
ど
と
違
い
、

狙
っ
た
が
ん
病
巣
の
所
で
ピ

タ
ッ
と
止
ま
り
、
一
気
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
爆
発
さ
せ
た
後

は
、
急
速
に
勢
い
が
衰
え
ま

す
。
そ
の
た
め
、
が
ん
周
辺

や
奥
の
方
に
あ
る
正
常
細
胞

や
臓
器
を
傷
つ
け
る
リ
ス
ク

が
小
さ
く
、
副
作
用
も
少
な

く
て
済
み
ま
す
。

治
療
期
間
も
大
幅
に

短
縮
で
き
る
そ
う
で
す
ね
。

中
山
　
は
い
。
１
回
の
照
射

で
、が
ん
病
巣
を
集
中
的
に

叩
き
、大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与

え
ら
れ
る
た
め
、Ｘ
線
な
ど
に

比
べ
て
、照
射
回
数
を
大
幅
に

減
ら
す
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

例
え
ば
、
前
立
腺
が
ん
で

神奈川県立がんセンター
放射線治療部長

中
な か や ま

山　優
ゆう

子
こ

　先生

重
粒
子
線
治
療
と
は
、

ど
の
よ
う
な
治
療
法
で
す
か
。

待
望
の
重じ

ゅ
う

粒り
ゅ
う

子し

線
治
療
が

ス
タ
ー
ト
～
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
～重粒子線治療室

　
国
内
で
５
番
目
と
な
る
重
粒
子
線
治
療
施
設
（
通
称
ア
イ
ロ
ッ
ク
）

が
神
奈
川
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
（
横
浜
市
旭
区
）
に
完
成
し
、
昨
年
末

か
ら
重
粒
子
線
に
よ
る
最
先
端
の
が
ん
治
療
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
同
セ
ン
タ
ー
放
射
線
治
療
部
長
の
中
山
優
子
先
生
に
、
重
粒

子
線
治
療
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。
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な
ど
、
治
療
の
対
象
に
な
る

が
ん
は
広
範
囲
に
及
び
ま

す
。
そ
し
て
、
中
で
も
骨
肉

腫
を
含
む
骨
・
軟
部
腫
よ
う

や
腺
が
ん
、悪
性
黒
色
腫
（
メ

ラ
ノ
ー
マ
）
な
ど
に
つ
い
て

は
、
重
粒
子
線
治
療
が
よ
く

効
く
こ
と
が
、
デ
ー
タ
的
に

も
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

反
対
に
、治
療
の
対
象
に

な
ら
な
い
が
ん
は
？

中
山　
一
つ
の
部
位
に
と
ど

ま
ら
ず
、
広
範
囲
に
転
移
し

て
い
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
。
例

え
ば
、
白
血
病
な
ど
の
血
液

の
が
ん
や
、
悪
性
リ
ン
パ
腫

な
ど
は
、
残
念
な
が
ら
重
粒

子
線
治
療
の
対
象
外
で
す
。

県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
で
、重
粒

子
線
治
療
が
始
ま
っ
た
こ
と

は
、難
治
性
の
が
ん
と
闘
う

患
者
さ
ん
と
っ
て
は
大
変
な

朗
報
で
す
。た
だ
、治
療
費
が

相
当
に
高
い
そ
う
で
す
ね
。

中
山　
重
粒
子
線
治
療
は
、

超
高
速
の
加
速
器
な
ど
巨
大

な
施
設
が
必
要
な
上
、
施
設

の
維
持
や
稼
働
の
た
め
の
電

気
代
な
ど
多
額
の
お
金
が
か

か
り
ま
す
。
現
在
は
、
固
形

が
ん
に
対
す
る
重
粒
子
線
治

療
は
、
保
険
診
療
と
の
併
用

が
で
き
る
先
進
医
療
と
し
て

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
で
も
患
者
さ
ん
一
人
当
た

り
の
治
療
費
は
、
３
５
０
万

円
と
高
額
で
す
。

　

こ
の
４
月
か
ら
は
、
骨
・

軟
部
腫
よ
う
に
対
す
る
重
粒

子
線
治
療
費
に
つ
い
て
は
全

額
、
保
険
適
用
に
な
り
ま
し

た
。
最
先
端
の
重
粒
子
線
治

療
の
恩
恵
を
一
人
で
も
多
く

の
方
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

今
後
も
保
険
適
用
の
範
囲
の

さ
ら
な
る
拡
大
を
、
国
に
対

し
て
強
く
働
き
続
け
て
い
く

つ
も
り
で
す
。

重
粒
子
線
治
療
を

希
望
す
る
場
合
は
、

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
か
。

中
山　
受
診
に
は
、
現
在
治

療
を
受
け
て
い
る
主
治
医
の

紹
介
状
が
必
要
で
す
。
ま
ず
、

紹
介
状
と
が
ん
の
画
像
デ
ー

タ
を
主
治
医
か
ら
郵
送
し
て

い
た
だ
き
、
そ
の
上
で
重
粒

子
線
治
療
の
適
応
を
判
断
し

ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
電

話
で
「
重
粒
子
線
治
療
電
話

相
談
窓
口
」（
０
４
５

－

５
２

０

－

２
２
２
５
）へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

最
後
に
、
が
ん
治
療
の
最
前

線
に
立
つ
放
射
線
治
療
医
と

し
て
一
言
、メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

中
山　
重
粒
子
線
治
療
が
最

終
的
に
め
ざ
す
の
は
、
こ
れ

ま
で
は
治
療
の
難
し
か
っ
た

が
ん
を
短
期
間
で
徹
底
的
に

叩
き
、
患
者
さ
ん
に
大
き
な

負
担
を
与
え
ず
に
、
治
す
こ

と
で
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
当
面
、

年
間
８
０
０
～
９
０
０
人
を

目
標
に
、
重
粒
子
線
治
療
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。
国

内
で
は
５
番
目
、
世
界
で
も

10
番
目
と
な
る
最
先
端
の
放

射
線
治
療
施
設
を
フ
ル
稼
働

さ
せ
、
一
人
で
も
多
く
の
患

者
さ
ん
の
命
を
救
い
た
い
、

と
強
く
願
っ
て
い
ま
す
。

最 新 医 療 情 報

は
、
Ｘ
線
に
よ
る
放
射
線
治

療
で
は
通
常
、
40
回
前
後
の

照
射
を
行
う
た
め
、
２
カ
月

近
い
通
院
治
療
が
必
要
で

す
。
し
か
し
、
重
粒
子
線
治

療
で
は
12
回
と
、
３
分
の
１

以
下
の
照
射
で
済
み
ま
す
。

ま
た
早
期
の
肺
が
ん
で
は
、

Ｘ
線
治
療
で
は
４
～
６
回
の

照
射
な
の
に
対
し
、
重
粒
子

線
は
１
回
の
照
射
で
済
み
ま

す
。
治
療
期
間
は
大
幅
に
短

縮
さ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、重
粒
子
線
治
療

の
対
象
に
な
る
の
は
、

ど
の
よ
う
な
が
ん
で
す
か
。

中
山　
ま
ず
、
一
つ
の
部
位

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
局
所
限

定
の
固
形
が
ん
で
あ
る
こ

と
。
そ
れ
が
必
須
条
件
で
す
。

　

そ
し
て
従
来
の
Ｘ
線
治
療

で
は
、周
囲
の
正
常
な
臓
器
や

細
胞
に
も
放
射
線
が
多
く
当

た
っ
て
し
ま
い
、狙
っ
た
が
ん

病
巣
に
対
し
て
、十
分
な
放
射

線
が
当
て
ら
れ

な
い
場
合
や
、

悪
性
度
が
高

く
、通
常
の
Ｘ

線
で
は
治
療
効

果
が
期
待
で
き

な
い
も
の
な
ど

が
、重
粒
子
線

治
療
の
適
用
対

象
に
な
り
ま
す
。

　

以
上
の
条
件

を
満
た
し
て
い

れ
ば
、
脳
、
頭

頸け
い

部
、食
道
、肺
、

肝
臓
、す
い
臓
、

前
立
腺
、
直
腸

県立がんセンター
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医療クローズアップ

新
し
い
医
師
会
館
は
、
ど
こ

に
開
設
さ
れ
た
の
で
す
か
。

紺
野　
Ｊ
Ｒ
戸
塚
駅
か
ら
徒

歩
で
10
分
ほ
ど
、
戸
塚
消
防

署
の
す
ぐ
近
く
で
す
。
旧
医

師
会
館
は
、
戸
塚
区
の
郊
外

地
の
原
宿
に
あ
り
、
何
か
と

不
便
で
し
た
。
そ
こ
で
、
休

日
急
患
診
療
所
を
利
用
さ
れ

る
方
の
利
便
性
を
考
え
、
戸

塚
区
の
中
心
部
へ
移
転
し
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
駐
車
ス

ペ
ー
ス
が
少
な
い
こ
と
は
ご

理
解
く
だ
さ
い
。ち
な
み
に
、

新
し
い
休
日
急
患
診
療
所
は

会
館
内
の
２
階
に
併
設
さ

れ
、
４
月
か
ら
診
療
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

戸
塚
区
休
日
急
患
診
療
所
の

診
療
体
制
は
？

佐
藤　

常
設
の
診
療
科
目

は
、内
科
と
小
児
科
の
二
つ
。

診
療
時
間
は
午
前
10
時
～
午

後
４
時
ま
で
で
、
そ
れ
ぞ
れ

戸
塚
区
医
師
会
員
の
医
師
が

交
代
で
診
療
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
２
カ
月
に
１
回
程

度
の
輪
番
に
よ
る
耳
鼻
咽
喉

科
診
療
も
あ
り
ま
す
。

旧
診
療
所
に
比
べ
、
ど
こ
が

大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
か
。

佐
藤　

ま
ず
は
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
で
す
。
高
齢
者
や
車

い
す
を
使
用
さ
れ
る
方
に
配

慮
し
て
、
２
・
３
階
は
床
の

段
差
を
な
く
し
、フ
ラ
ッ
ト

に
し
ま
し
た
。

　

ト
イ
レ
に
は
「
人
感
セ
ン

サ
ー
」
を
設
置
し
、
自
動
で

ド
ア
が
開
い
て
照
明
が
灯
り

ま
す
。
便
座
の
フ
タ
の
開
閉

や
使
用
後
の
流
し
、
手
洗
い

も
自
動
な
の
で
、
大
変
に
衛

生
的
で
す
。

　

ま
た
、
小
さ
な
お
子
さ
ん

連
れ
の
方
の
た
め
に
、
キ
ッ

ズ
コ
ー
ナ
ー
を
新
設
し
ま
し

た
。
こ
こ
に
は
ベ
ビ
ー
ベ
ッ

ド
を
置
き
、
授
乳
の
た
め
の

ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
床

に
は
マ
ッ
ト
を
敷
き
、
お
子

さ
ん
が
自
由
に
遊
べ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

紺
野　
ほ
か
に
感
染
症
対
策

と
し
て
、
感
染
症
の
患
者
さ

ん
専
用
の
「
待
機
室
」
を
新

た
に
設
置
し
ま
し
た
。
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
と
い
っ
た
感
染
症
の

場
合
は
、
一
般
の
待
合
室
で

は
な
く
、
こ
ち
ら
に
待
機
し

て
、
受
診
待
ち
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

待
合
室
の
混
雑
解
消
な
ど
の

た
め
に
、最
新
の
受
付
シ
ス
テ

ム
も
導
入
し
た
そ
う
で
す
ね
。

佐
藤　
は
い
。「
ア
イ
チ
ケ
ッ

ト
」と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

こ
れ
を
使
う
と
、
患
者
さ
ん

は
自
分
の
携
帯
電
話
で
、
ど

こ
か
ら
で
も
順
番
取
り
や
待

ち
時
間
の
確

認
が
で
き
ま

す
。
そ
の
た

め
込
み
合
う

待
合
室
で
、

自
分
の
番
を

じ
っ
と
待
ち

続
け
る
必
要

が
あ
り
ま
せ

ん
。
診
療
所

の
外
で
待
機
し
て
い
て
も
よ

く
、
患
者
さ
ん
か
ら
も
好
評

で
す
。

紺
野　
最
後
に
も
う
一
つ
。

新
会
館
に
は
、
以
前
は
他
の

場
所
に
あ
っ
た
戸
塚
区
医
師

会
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

や
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
が

一
緒
に
な
り
、
医
療
と
介
護

を
つ
な
ぐ
在
宅
医
療
連
携
拠

点
と
し
て
の
「
在
宅
医
療
相

談
室
」も
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ

た
医
療
と
福
祉
の
機
能
が
一

元
化
し
、
利
便
性
が
格
段
に

向
上
し
ま
し
た
。
こ
こ
を
拠

点
に
、
戸
塚
区
に
お
け
る
医

療
や
介
護
の
推
進
に
よ
り
一

層
、
邁
進
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
皆
様
も
ぜ
ひ
積
極
的
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

新
し
い
戸
塚
区
医
師
会
館
が
完
成

　
老
朽
化
が
進
み
、
場
所
を
移
し
て
新
築
中
だ
っ
た
戸
塚
区
医
師
会
の
新
し
い
会
館
が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

伴
い
、
併
設
さ
れ
て
い
る
戸
塚
区
休
日
急
患
診
療
所
も
装
い
を
一
新
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
最
新
の
受
付
シ
ス
テ

ム
の
導
入
な
ど
、
利
便
性
が
一
段
と
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
新
診
療
所
の
特
徴
な
ど
を
、
戸
塚
区
医
師
会
の
紺
野
勉

会
長
と
佐
藤
博
久
・
休
日
診
療
所
担
当
理
事
に
う
か
が
い
ま
し
た
。

併
設
の
休
日
急
患
診
療
所
も
利
便
性
が
向
上

戸塚区医師会会長

紺
こん

野
の

　勉
つとむ

 先生

戸塚区医師会理事

佐
さ

藤
とう

博
ひろ

久
ひさ

 先生

＊案内図は8頁に掲載
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予 防 救 急

　「在宅緩和ケア」という言葉があります。
この言葉は、「在宅医療」と「緩和ケア」
の合成語です。
　在宅医療とは、何らかの病気のために病
院や診療所に定期的に通うのが難しくなっ
た場合に、自宅に医師や看護師に来ても
らって受ける医療です。
　一方、緩和ケアとは、癌が進行するなど
根本的な治療が難しい状態になった時に、
できる限り苦痛が少なく日々を過ごせるよ
うにお手伝いをするケアです。「緩和」を
大和言葉で言うと、「和らげる」ということ
です。和らげる対象は、患者さんの辛さで
す。それは痛みであったり、気分の落ち込
みであったり、社会的な孤立だったりします。
　例えば癌では、病気が進行してくると、
痛み、吐き気や呼吸が苦しいなどの症状が
出現してきます。その場合、ご自宅で診察
をした医師は、苦痛を和らげるための対処
を考えます。痛みや吐き気に対しては鎮痛
剤や制吐剤を処方します。痛みが強い時に
は、医療用麻薬を使うことがあります。医
療用麻薬は副作用に気をつけながら適切に
使えば、痛みを和らげることができます。
　息が苦しい時には、自宅で酸素吸入をす
ることもできます。その際には、取り込ん
だ空気から窒素を取り除いて酸素を濃縮す
る機器を設置します。また、胸の中に水が
貯まっているために呼吸が苦しい時には、
局所麻酔をかけた上で針を刺して水を抜く
ことがあります。
　病状が進むと薬を飲むのが大変になって
きますが、その際には、薬を投与する工夫
をします。大きめの錠剤は小さめのサイズ
にしたり、口の中で溶けて飲みやすい「口
腔内崩壊錠」に換えます。飲めない場合は、
坐薬や舌の下で溶ける舌下錠を使うことも
あります。鎮痛剤には、皮膚から吸収され
て効果の出る貼布剤と言う皮膚に貼る薬も

あるので、それを使えば内服の負担を減ら
すことができます。
　状況によっては、ご自宅であっても注射
剤を使った対応ができます。病院や診療所
で一般的に行われているように、手足の静
脈から薬を注射したり点滴したりすること
もありますが、在宅緩和ケアでは微量の薬
を注入する小型のポンプがよく使われま
す。弁当箱ぐらいの大きさの機械で１時間
かけて１㎖以下の薬液を皮下に注射しま
す。例えば痛みが強い時には、お腹などの
皮膚の下に注射用の針を入れておいて、丸
１日かけて医療用麻薬を投与するという医
療行為を行います。
　これらのケアは、医師だけではできませ
ん。様々な職種との連携が必要になります。
とりわけ訪問看護師との共同作用が不可欠
です。訪問看護師は、刻々と変わる患者さ
んの状態をみながら、どのようなケアが必
要かを判断してくれます。食事がとれなく
なった場合の口腔ケアや排便管理、動けな
くなった際の褥創予防の相談などにものっ
てくれます。鎮痛剤や制吐剤などの辛い症
状を和らげる薬の
使い方は患者さん
の状態によって変
わっていくので、
その都度、状況に
合わせた使用方法
を教えてくれます。
　薬剤師も自宅に
足を運んで相談にのってくれます。その他、
リハビリテーションのセラピスト、ケアマ
ネージャー、ヘルパーなど関連する医療・
保健福祉関係者全員の力を合わせて、患者
さんの苦痛を最小限にして、「その人らし
く」自宅で療養するのをお手伝いするのが、
在宅緩和ケアの役割です。

在宅医療の今

在宅医療の今

在宅医療の

在宅医療の今

今

在宅緩和ケア
痛 み を 最 小 限 に

匠光会
深澤クリニック

黒
くろ

田
だ

　俊
とし

也
や

 先生
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旭
区
の
二
俣
川
駅
か
ら
相

鉄
バ
ス
に
乗
り
、
中
尾
町
で

下
車
後
10
分
ほ
ど
歩
く
と

「
今
宿
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
」

が
見
え
て
き
ま
す
。
こ
の
一

室
に
「
今
宿
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢

同
好
会
」
の
メ
ン
バ
ー
14
人

は
毎
月
２
回
、
第
１
・
３
火

曜
日
（
午
後
３
時
〜
６
時
）

に
集
ま
り
、
試
合
形
式
の
練

習
を
楽
し
み
な
が
ら
健
康
の

維
持・増
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

健
康
の
秘
訣
は

腹
式
呼
吸
と
精
神
の
集
中

 　

吹
矢
は
南
米
や
ア
フ
リ
カ

な
ど
で
武
器
と
し
て
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
戦
国
時
代

の
日
本
で
は
忍
者
が
要
人
の

暗
殺
な
ど
に
使
い
、
江
戸
時

代
に
は
「
射
的
」
の
遊
具
に

な
っ
た
歴
史
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
現
代
の
「
ス
ポ
ー

ツ
吹
矢
」
は
、
危
険
性
の
な

い
ソ
フ
ト
な
矢
を
５
〜
10
ｍ

離
れ
た
円
形
の
的
に
１
ラ
ウ

ン
ド
（
３
分
以
内
）
で
５
本

放
ち
、
数
ラ
ウ
ン
ド
の
合
計

得
点
を
競
う
新
し
い
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。
健
康
の
秘
訣
は
腹

式
が
ベ
ー
ス
の
呼
吸
法
で
、

矢
を
放
つ
際
に
大
き
く
息
を

吸
い
込
み
、
勢
い
良
く
吹
く

活
動
が
精
神
の
集
中
や
血
行

の
促
進
、
細
胞
の
活
性
化
な

ど
に
役
立
つ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
日
は
ま
ず
、
椅
子
を

利
用
し
た
屈
伸
運
動
や
軽
い

ス
ト
レ
ッ
チ
で
身
体
を
ほ
ぐ

し
た
後
、
社
団
法
人
日
本
ス

ポ
ー
ツ
吹
矢
協
会
の
上
級
公

認
指
導
員
、
間
宮
武
雄
さ
ん

の
指
示
で
60
代
以
上
の
男
女

数
名
が
交
代
で
並
び
、「
始

め
！
」
の
合
図
で
一
斉
に
矢

を
放
ち
ま
す
。
長
さ
１
２
０

㎝
の
吹
き
筒
は
カ
ー
ボ
ン
や

グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー
製
で
軽

く
、
矢
も
ソ
フ
ト
ビ
ニ
ー
ル

製
な
の
で
身
体
に
負
担
は
か

か
り
ま
せ
ん
。
ど
こ
に
照
準

を
定
め
れ
ば
的
の
中
心
に
当

た
る
か
、
工
夫
次
第
で
得
点

を
伸
ば
せ
る
た
め
、
中
・
高

年
に
不
足
し
が
ち
な
集
中
力

を
高
め
、
背
筋
を
伸
ば
し
て

姿
勢
を
良
く
す
る
効
果
も
あ

り
そ
う
で
す
。

　

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
吹
き
終

わ
る
と
的
を
点
検
し
て
得
点

を
集
計
し
、
５
本
全
部
が
的

の
中
央
に
当
た
れ
ば
、「
パ
ー

フ
ェ
ク
ト
！
」と
間
宮
さ
ん
が

宣
言
。
そ
れ
を
讃
え
て
皆
が

ど
よ
め
き
、
和
気
あ
い
あ
い

の
雰
囲
気
に
な
り
ま
し
た
。

何
歳
に
な
っ
て
も

や
れ
る
ス
ポ
ー
ツ

　

今
年
1
月
現
在
、
全
国
の

会
員
数
は
４
万
６
千
人
で
支

部
数
は
１
０
０
０
以
上
に
達

し
、
ハ
ワ
イ
な
ど
に
８
つ
の

海
外
支
部
も
設
立
さ
れ
て

い
ま
す
。間
宮
さ
ん
は
、「
ス

ポ
ー
ツ
吹
矢
に
は
的
に
当

て
る
楽
し
さ
と
得
点
を
競

う
張
り
が
あ
り
、
姿
勢
も

良
く
な
る
の
で
高
齢
者
に

は
一
石
二
鳥
、三
鳥
で
す
」

と
言
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
の
80
代
の
女

性
は
猫
背
で
、
腕
を
ま
っ

す
ぐ
伸
ば
せ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、「
伸
び
る
よ
う
に

な
っ
て
良
か
っ
た
。
風
邪
も

ひ
か
な
く
な
っ
た
し
、
血
行

ま
で
良
く
な
っ
た
」
そ
う
で

す
。
ま
た
、
入
会
し
て
数
カ

月
の
男
性
は
「
集
中
力
が
途

切
れ
る
と
的
に
当
た
ら
な

い
。吹
く
角
度
や
強
さ
に
よ
っ

て
矢
が
ど
こ
に
飛
ぶ
か
変
わ

る
の
で
、
そ
れ
を
見
つ
け
る

の
が
お
も
し
ろ
い
」
と
喜
ん

で
い
ま
し
た
。
代
表
の
伊
藤

泰
博
さ
ん
（
68
）
も
「
高
齢

者
で
も
簡
単
に
で
き
る
し
、

自
然
に
仲
良
く
な
れ
る
の
で

と
に
か
く
楽
し
い
で
す
よ
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

的
に
当
て
る
楽
し
さ
で
集
中
力
を
高
め
、

呼
吸
を
深
く
す
る「
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
」

み
ん
な
の
健
康
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合待 室

表紙イラスト/県立四季の森公園
（緑区）里山の自然を残した45.3ha
の公園で、6月上旬からハナショウ
ブが咲きだす。中山駅からバス。

うまく飲み込めません
－嚥下障害（飲み込みの障害）－

河
か わ い

合　敏
さとし横浜市耳鼻咽喉科医会副会長

河合耳鼻咽喉科医院

　某大手新聞社を名乗る人か
ら電話で、医療に関するQ&A
に原稿を書いてくれないかと
言われた。具体的にどうすれ
ばいいのかを聞くと、「テーマ
はこちらで提供します。まず毎
月会費を3万円払っていただ
いて・・・・・」、えっ？
　なぜこちらが払うのかと聞
くと、名前と診療所の事を大き
く併記すると言う。要するに
ただの広告ではないか。
　おそらく広告代理店の仕業
とは思うが、掲載紙も広告扱
いで内容などどうでもよく、金
さえ入ればいいのである。もち
ろん掲載する方に基礎知識が
ないのだから内容を吟味出来
ようはずもない。
　さて、今日、大衆に不正確な
医学知識もどきを擦り込んで
不安を煽り、金儲けをたくらむ
輩が多すぎる。見分けるコツ
は、広告文が正しい文章に
なっているかどうかである。
　「細かいのがよくわかりま
す」は、細かい文字が読めるよ
うになったのではなく、印刷さ
れた文字が細かいと分かるこ
とである。「原因はコレかも！」
とかも

4 4

がつくものはほとんど
嘘である。
　もちろん、「みんなの健康」は
正しい知識を提供しています。

（電信柱）

ヒ
ト
は
他
の
哺
乳
類
と
比
べ

嚥
下
障
害
が
多
い
と

聞
き
ま
し
た
が

　

ヒ
ト
は
多
様
な
声
を
発
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

乳
児
期
後
半
か
ら
喉
頭
が
下

降
し
、
咽
頭
が
他
の
哺
乳
類

と
比
べ
て
長
く
な
り
ま
す
。

し
か
し
気
道
と
消
化
管
の
共

通
路
で
あ
る
咽
頭
の
伸
長
に

よ
り
、
誤
嚥
（
飲
み
込
ん
だ

物
や
唾
液
が
気
管
に
入
っ
て

し
ま
う
こ
と
）
の
リ
ス
ク
は

増
大
し
ま
す
。

※�

咽
頭
：
鼻
の
後
端
か
ら
食
道
入

口
部
ま
で
の
器
官
。食
道
と
の

境
界
は
輪
状
軟
骨
下
縁
の
レ
ベ

ル
。喉
頭
：
喉
頭
蓋（
飲
み
込
み

の
際
、喉
頭
に
蓋
を
す
る
よ
う

に
倒
れ
込
む
弁
状
の
器
官
）か

ら
輪
状
軟
骨
下
縁
ま
で
の
気
道
。

嚥
下
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は

　

ヒ
ト
が
物
を
食
べ
る
時
、

ま
ず
食
物
を
認
知
し
、
口
に

入
れ
た
食
物
を
噛
み
砕
い
て

飲
み
込
み
や
す
い
状
態
に
し

た
後
、
舌
に
よ
っ
て
口
の
中

の
食
物
が
咽
頭
に
送
り
込
ま

れ
ま
す
。

　

そ
し
て
飲
み
込
む
時
に
、

①
食
物
が
気
管
に
入
ら
な

い
よ
う
に
喉
頭
が
閉
鎖
し
、

②
食
物
を
食
道
に
押
し
込

む
た
め
に
十
分
に
嚥
下
圧

（
飲
み
込
む
時
の
圧
力
）
が

上
昇
し
て
、
③
こ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
食
道
入
口
部
（
通
常

は
吸
っ
た
空
気
が
胃
に
溜

ま
ら
な
い
よ
う
に
収
縮
し

閉
じ
て
い
る
）
が
一
時
収
縮

を
や
め
る
、
以
上
の
動
き
が

不
可
欠
で
す
。

　

食
道
に
送
り
込
ま
れ
た
食

物
は
、
食
道
の
蠕ぜ

ん

動ど
う

運
動
に

よ
っ
て
胃
へ
運
ば
れ
ま
す
。

ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う

　
「
う
ま
く
飲
み
込
め
な
い
」

と
い
っ
て
も
、
そ
の
程
度
は

様
々
で
す
。
ま
ず
は
咽
頭
や

喉
頭
の
状
況
を
評
価
す
る

た
め
に
、
耳
鼻
咽
喉
科
で
内

視
鏡
検
査
を
さ
れ
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。
も
し
誤

嚥
の
リ
ス
ク
が
高
い
と
判

断
さ
れ
た
と
き
は
、
嚥
下
障

害
の
診
療
を
行
っ
て
い
る

医
療
機
関
（
日
本
耳
鼻
咽
喉

科
学
会
神
奈
川
県
地
方
部

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲

載
）
で
嚥
下
造
影
検
査
に
よ

る
詳
細
な
嚥
下
機
能
の
評

価
を
行
い
、
そ
の
患
者
さ
ん

に
最
も
安
全
な
嚥
下
姿
勢
、

食
形
態
、
リ
ハ
ビ
リ
法
は
な

い
か
追
求
す
る
の
が
良
い
で

し
ょ
う
。

咽頭･喉頭
の解剖

み
ん
な
の
健
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戸塚区医師会の
新しい会館が完成

平
成
28
年
5
月
15
日
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戸塚区休日急患診療所移転のお知らせ

参加者16万人突破！

戸塚区役所

戸塚小学校入口

戸塚消防署前

戸塚図書館

戸塚小学校戸塚消防署

バスセンター前

柏
尾
川

戸
塚
駅

移転場所

4月3日より下記へ移転し
診療を行っています
戸塚区戸塚町4141-1
◎戸塚駅より徒歩10分
◎大船駅より神奈中バス
　　　　　「消防署前」下車
TEL：045-861-3335
診 療 日：日曜・祝日と12月30日〜1月3日
診療科目：内科・小児科
診療受付時間：午前9時45分～午後4時

午 前 0 時 以 降 に お け る
初 期 救 急 診 療 は

※受診する際は、必ず事前に電話確認してください。

内 　 　 　 　 　 科
鶴見区 汐田総合病院 ☎（045）574−1011
西区 けいゆう病院 ☎（045）221−8181
中区 横浜中央病院 ☎（045）641−1921
保土ケ谷区 聖隷横浜病院 ☎（045）715−3111
旭区 横浜旭中央総合病院 ☎（045）921−6111
港北区 菊名記念病院 ☎（045）402−7111
緑区 横浜新緑総合病院 ☎（045）984−2400
青葉区 横浜総合病院 ☎（045）902−0001
戸塚区 戸塚共立第1病院 ☎（045）864−2501
戸塚区 戸塚共立第２病院 ☎（045）881−3205
戸塚区 東戸塚記念病院 ☎（045）825−2111

小 児 科（ 小 児 救 急 拠 点 病 院 ）
都筑区 昭和大学横浜市北部病院 ☎（045）949−7000
港北区 横浜労災病院 ☎（045）474−8111
鶴見区 済生会横浜市東部病院 ☎（045）576−3000
保土ケ谷区 横浜市立市民病院 ☎（045）331−1961
戸塚区 国立病院機構横浜医療センター ☎（045）851−2621
中区 横浜市立みなと赤十字病院 ☎（045）628−6100
港南区 済生会横浜市南部病院 ☎（045）832−1111

休 日・夜 間 に 急 病 に な っ た 場 合 は

様々な条件（診療科目・地域・駅名 etc.）をクリックすることにより、
お探しの医療機関を検索できます。

地域医療連携センター ☎045-201-8712
運営時間：午前9時〜12時／午後1時〜5時 月曜〜金曜（土・日・祝日を除く）
お近くの医療機関を電話でご紹介いたします。
また、ご希望により診療所や病院の情報と地図を
FAXで送ります。

かかりつけ医検索ホームページ
横浜市医師会 検 索

休 日 の 昼 間 は こ ち ら へ

内科・小児科  診療時間：午前10時〜午後4時
旭区休日急患診療所 ☎（045）363−2020
泉区休日急患診療所 ☎（045）801−2280
磯子区休日急患診療所 ☎（045）753−6011
神奈川区休日急患診療所 ☎（045）317−5474
港南区休日急患診療所 ☎（045）842−8806
港北区休日急患診療所 ☎（045）433−2311
栄区休日急患診療所 ☎（045）893−2999
瀬谷区休日急患診療所 ☎（045）302−5115

都筑区休日急患診療所 ☎（045）911−0088
鶴見区休日急患診療所 ☎（045）503−3851
戸塚区休日急患診療所 ☎（045）861−3335
中区休日急患診療所 ☎（045）622−6372
西区休日急患診療所 ☎（045）322−5715
保土ケ谷区休日急患診療所 ☎（045）335−5975
緑区休日急患診療所 ☎（045）937−2300
南区休日急患診療所 ☎（045）731−2416

内科・小児科・※歯科  診療時間：午前10時〜午後4時
金沢区休日救急診療所 ☎（045）782−8785
※但し、歯科についてはＧＷ・年末年始を除いて、午前１０時～正午まで

内科・小児科  診療時間：午前9時〜12時 午後1時〜4時
青葉区休日急患診療所 ☎（045）973−2707
　

毎 日 の 夜 間 は こ ち ら へ
横浜市夜間急病センター　　☎（045）212−3535
内科・小児科・眼科・耳鼻科：午後８時～午前０時
横浜市北部夜間急病センター ☎（045）911−0088
都筑区休日急患診療所1階  内科・小児科：午後8時〜午前0時
横浜市南西部夜間急病センター ☎（045）806−0921
泉区休日急患診療所  内科・小児科：午後8時〜午前0時

横浜市救急相談センター
＃7119

または
☎045-222-7119

①医療機関案内　24時間年中無休
②救急電話相談
平日：18時～翌朝9時　土曜：13時～翌朝9時 
日・祝・年末年始（12/29～1/3）：9時～翌朝9時

横浜市歯科保健医療センター ☎（045）201−7737
休日・夜間救急歯科診療 休日診療：午前10時〜午後4時 夜間診療：午後7時〜11時

平成28年6月から市内在住18歳以上の方の申込受付スタート！
WEB申込も開始します！

歩いてポイントを貯めて、抽選で商品券が当たる

18歳以上の横浜市⺠の⽅に 
歩数計をプレゼント！

（送料630円負担あり）

問よこはまウォーキングポイント事業（YWP）事務局
○9：30～17：30　土・日・祝休日、年末年始休み
☎0570-080-130／☎045-681-4655
薨0120-580-376（フリーダイヤル）
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